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や
や
も
す
る
と
「
管
球
ア
ン
プ
的
な
温
か
な

味
わ
い
」
み
た
い
な
フ
レ
ー
ズ
を
陳
腐
と
思
い

つ
つ
も
雑
誌
に
書
い
ち
ゃ
う
こ
と
が
あ
る
。
よ

く
よ
く
考
え
る
と
、
こ
れ
は
あ
ま
り
に
よ
ろ
し

く
な
い
。
管
球
ア
ン
プ
を
お
安
く
一
括
り
に
し

ち
ゃ
っ
て
い
い
の
か
。
Ｒ
Ｃ
Ａ
ア
ン
プ
編
の
第

二
弾
と
な
る
今
回
、「
ア
ト
リ
エ 

Ｊ
ｅ
︱

Ｔ
ｅ

ｅ
」
で
痛
感
し
た
の
は
そ
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

前
回
の
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
機
に
続
い
て
、

コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
に
も
向
け
ら
れ
た
「
ハ
イ
フ

ィ
デ
リ
テ
イ
ー
」
シ
リ
ー
ズ
を
聴
く
。
な
ら
ば

対
決
し
て
み
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、
聴
き

比
べ
に
な
っ
た
。
両
者
の
音
は
見
事
に
違
う
。

同
じ
Ｒ
Ｃ
Ａ
で
こ
こ
ま
で
違
う
な
ら
、
他
メ
ー

カ
ー
真
空
管
ア
ン
プ
の
差
異
は
推
し
て
知
る
べ

し
。
そ
れ
を
ま
あ
「
管
球
ア
ン
プ
的
」
な
ど
と

ち
ゃ
っ
か
り
一
緒
く
た
に
し
て
使
っ
ち
ゃ
う
自

分
を
大
い
に
恥
じ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
聴
き
比
べ
は
プ
ロ
機
の
Ｍ
Ｉ
︱

１
２
１

８
８
か
ら
始
ま
っ
た
。
１
９
４
０
年
代
、
劇
場

な
ど
で
活
躍
し
、
出
力
が
70
Ｗ
も
あ
る
。
一
方

の
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
機
は
Ｓ
Ｐ
︱

２
０
。
こ
れ

は
50
年
代
中
期
の
製
品
で
20
Ｗ
。
行
司
を
務
め

る
ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
も
ち
ろ
ん
Ｒ
Ｃ
Ａ
の
Ｌ
Ｃ

︱

１
で
あ
る
。

　

曲
は
多
角
的
に
チ
ョ
イ
ス
し
た
。
イ
ー
グ
ル

ス
の
『
呪
わ
れ
た
夜
』
か
ら
タ
イ
ト
ル
曲
、『
カ

ン
タ
ー
テ・ド
ミ
ノ
』
か
ら
ソ
プ
ラ
ノ
の
独
唱
、

シ
ョ
パ
ン
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ロ
な
ど
な
ど
。

　

プ
ロ
機
は
ど
の
ソ
フ
ト
も
前
に
迫
っ
て
く

る
。
遠
く
に
飛
ば
す
設
計
だ
か
ら
必
然
的
に
そ

う
な
る
。
楽
器
に
存
在
感
が
あ
る
。
特
に
ピ
ア

ノ
・
ソ
ロ
は
ホ
ー
ル
の
空
気
込
み
で
は
な
く
、

ピ
ア
ノ
そ
の
も
の
を
近
く
で
聴
い
て
い
る
感
じ

が
し
た
。

　

民
生
機
の
Ｓ
Ｐ
︱

２
０
は
楽
器
の
質
感
を
丁

寧
に
浮
き
彫
り
に
す
る
。
高
域
が
伸
び
て
い
る

か
ら
、
細
か
な
表
現
が
で
き
る
。
ソ
プ
ラ
ノ
も

し
っ
と
り
濡
れ
て
広
が
り
が
あ
る
し
、
ピ
ア
ノ

も
響
き
や
余
韻
が
繊
細
だ
。
対
応
ソ
ー
ス
の
間

口
が
広
い
と
い
う
点
で
、
僕
の
好
み
は
Ｓ
Ｐ
︱

20
で
あ
る
。
店
主
の
岡
田
圭
司
さ
ん
は
「
た
い

し
た
球
を
使
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す

け
ど
ね
え
…
…
」
と
首
を
ひ
ね
っ
て
い
る
様
子

す
ら
う
か
が
え
る
。
つ
ま
り
回
路
設
計
が
し
っ

か
り
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
よ
う
だ
。

　

こ
こ
で
ス
ピ
ー
カ
ー
を
替
え
て
み
た
。
Ｒ
Ｃ

Ａ
の
２
ウ
ェ
イ
同
軸
５
０
１
Ｓ
１（
30
㎝
径
）

を
シ
ョ
ッ
プ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に

マ
ウ
ン
ト
し
た
も
の
だ
。
生
ギ
タ
ー
の
よ
う
な

感
覚
で
板
を
わ
ざ
と
響
か
せ
る
よ
う
に
設
計
さ

れ
て
い
る
。ア
ン
プ
は
Ｓ
Ｐ
︱

２
０
に
固
定
し
、

持
参
し
た
メ
ロ
デ
ィ
・
ガ
ル
ド
ー
の
『
マ
イ
・

オ
ン
リ
ー
・
ス
リ
ル
』
を
鳴
ら
し
て
み
た
。
シ

ン
グ
ル
コ
ー
ン
一
発
の
よ
う
な
、
小
さ
く
引
き

締
ま
っ
た
歌
声
が
、
さ
く
さ
く
っ
と
軽
や
か
に

出
て
き
た
。
こ
の
す
が
す
が
し
さ
に
は
名
ス
ピ

ー
カ
ー
Ｌ
Ｃ
︱

１
も
た
じ
た
じ
だ
。
装
置
全
体

の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
一
際
い
い
よ
う
に
思

っ
た
。
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
背
面
が
心
地
好
く
共

振
し
て
低
音
を
演
出
し
て
い
る
。

　

ガ
ル
ド
ー
の
ほ
の
か
な
色
香
を
胸
い
っ
ぱ
い

に
吸
い
込
ん
で
、
こ
の
音
が
本
日
の
一
番
か
な

と
受
け
止
め
た
。
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Retro-Future
古くて新しい もうひとつのビンテージオーディオ

ビンテージといえば、アルテックやタンノイ、ＪＢＬ、マッキントッシュ等が
誌面に取り上げられる機会が多い。しかし、当時これらの老舗と肩を
並べる他の多くのブランドがあったことを知る人は少ないだろう。
東京、目黒にあるビンテージショップ「アトリエＪｅ-ｔｅｅ」では、
音質はもちろん、デザインにもこだわった「もうひとつのビンテージ」を
数多く紹介している。本企画では、同店で販売されている
製品を中心に、毎号テーマとなるブランドを取り上げている。

RCA 
vol.２（high-fidelity line）

第 6 回

RCAは50年代に入ると放送局や映画館などのプロフェ
ッショナルラインと平行して、その高い技術力をふんだん
に盛り込んだ�high-�fidelity�（ハイフィデリテイー）と呼
ばれるシリーズが発表する。とても目を引くブルーの塗装
でまとめられた同シリーズはコンシューマー用のニーズに
も対応することも目的として設計されているため、一般
的な居住空間でも高い音楽の再�生能力を発揮してくれ
る。また、トップラインのモデルはプロラインに用いられ
るMIナンバーが付けられている。なお同シリーズのライ
ンアップはあまり多くなく、また生産台数も少なかったた
め入手が難しいのが残念なところである。

MI-12448
扌25～ 30cmタイプのユニット専用の家具調デザインのキャビネットで、比較的薄い
12mm合板で造られていて、小柄ながらも低域再生能力に富み、立体感のあるスケー
ルの大きい再生音は目を見張るものがある。大きめのバッフル面に厚みが薄いボデイー
と足付きのデザインが特徴で、ユニットとのマッチングが絶妙に箱をうまく共鳴させる。
箱の強度が弱いためかコンデション良く残っている箱が滅多にないのが残念。市場価
格は20～ 25万円ペア

MI-6383
扌25cmのフルレンジユニットで、録音スタジオなどの小型業務用モニタースピー
カーとして使われていた。とても大きなアルニコマグネットと軽くて反応の早い
コーン紙が採用され、美しい音色で明快な中高音、厚みのあるパンチの効い
た低音は有名なWE�のフルレンジユニット755A、728Bを上回る魅力がある
かもしれない。市場価格は18～ 25万円ペア

SP-20 (MI-12191)
high-fidelity�シリーズの中でも大型の30~38cmの
スピーカシステムを鳴らすために設計された、シリー
ズ最高クラスのパワーアンプ。３個のUTCトランス
が搭載され、ビーム管６V６を４本でパラレルプッシュ
プル動作させた20W出力のモノラルアンプとなって
いる。重心が低く安定感の良い低音と、美しくすきっ
と伸びた中高音は大型のモニタースピーカーも十分
にコントロールしてくれる。
市場価格は38～ 45万円ペア

SV-1 (MI-12150)
➡このシリーズ唯一のプリアンプでモノラル設計となっている。基本
的にはパワーアンプから電源の供給を受ける設計になっているため、�
SP-10、SP-20とセットで使うことが前提となる。大きさはかなりコン
パクトながらパワーアンプの魅力を最大限引き出すその再現能力は目
を見張る物がある。生産台数がとても少ないアンプで滅多にペアで
お目にかかることがなく、シリーズ中で最もレアな製品。市場価格は
20～ 25万円ペア

501-S1/SL-123 (MI-12654)
扌30cmの同軸型ユニットで、非常に小さいボイスコイルのウーファーに３インチのコー
ンタイプのトゥイーターが搭載されている。ウーファー部分はほとんどフルレンジとしても
使えるくらい再生能力に優れているため、トゥイーターとのつながりがとても良く、再生音
はまるでシングルコーンスピーカーが１発で鳴っているかのよう。この２タイプはフレーム
のデザインこそ違うが、ウーハー、�トゥイーターは全く同じ物が使われていて再生音も聴
き分けがつかない。ちなみに前号で紹介した38cm同軸型モニタースピーカーLC-1も
後期型のLC-1Aからhigh-fidelity�シリーズになる。市場価格は18～ 25万円ペア

SP-10 (MI-12190)
扌出力管にビーム管６V６を２本でプッシュプル動作させた�10W出力のモノラルアン
プ。主にhigh-fidelityシリーズの20～ 30cmのスピーカーを鳴らすことを目的として
製作されたようだ。質の良いUTCのトランスが使われ、音は出力管６V６の特徴であ
る切れ味の良い中低域と美しい高域の音色が良くマッチする。市場価格は30～
35万円ペア

SVP-10 (MI-12198)
扌とてもコンパクトなボデイーにラインセレクターとメインボリューム、高域、低域のトー
ンコントロールの４つのつまみが付いているライン入力専用のモノラルプリメインアンプ。
ビーム管６V６による２本のプッシュプル動作で10W出力となっている。くせのない滑
らかでツヤのある音色は小音量でも音楽を楽しませてくれる。市場価格は18～ 22
万円ペア

RCAのロゴマーク


